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患者を登録した (平均年齢 71 歳，男性 66%)．脳梗塞発症から 30 日以内に 12 例(11%)の患者が脳梗
塞を再発した．早期再発の有無と関連する因子について単変量解析を用いて検討した結果，膵癌(33 
vs. 10%, p=0.045)，他臓器転移あり(75 vs. 39%, p=0.028)，複数の血管支配域に散在する梗塞巣あり(83 
vs. 40%, p=0.005)などの因子が脳梗塞の早期再発と関連する傾向にあった．D-dimer 値は脳梗塞早期
再発群で高値であり(16.9 vs. 2.9µg/ml, p=0.008)，Receiver Operating Characteristic 曲線を用いた結果，
10.4µg/ml という Cut off 値が得られた．年齢，性別，単変量解析で p 値が 0.05 未満であった因子




ことから，D-dimer 値 10.4µg/ml 以上かつ複数の血管支配域に散在する梗塞巣があること，を一つの
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